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ー平成3年 1月1日

犬

"$' 

制川

長

一
新
春

ご
あ
い

の~ 

大
洲
市
議
会
議
長

おおず

市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
家
族
お
揃
い

で
、
輝
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
市
政

進
展
の
た
め
、
各
般
に
わ
た
り
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

広報

桝

田

主註

明
け
ま
し
て
わ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
昨
年
も
多
難
な
一
年
で
し
た
が
、
市

民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
無
事
に
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
新
し
い
年
を
お
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
得
て
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
も
全
市
で
ス
タ
ー
ト
し
、
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

冨
士
山
ト
ン
ネ
ル
も
貫
通
し
、
い
よ
い

ず〉宇
都
宮

敏

伯

し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ふ

り
返
り
ま
す
と
咋
年
は
、
新
生
ド
イ
ツ

の
誕
生
に
象
徴
さ
れ
る
様
に
、
東
西
冷

戦
時
代
の
終
結
へ
と
、
平
和
維
持
に
向

っ
て
、
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
一
方
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
深
く
か
か
わ
る
、

中
東
湾
岸
危
機
が
発
生
し
て
、
新
た
な

緊
張
を
生
み
だ
し
て
お
り
、
内
政
面
で

は
、
四
ヶ
年
に
及
ぶ
日
本
経
済
の
好

況
が
続
く
中
で
、
土
地
問
題
、
通
商
問

題
、
過
密
過
疎
、
青
少
年
非
行
等
、
社

会
の
ひ
ず
み
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
「
生

活
の
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
」
、
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

よ
本
年
、
大
洲
バ
イ
パ
ス
が
一
部
供
用

開
始
と
な
る
の
に
加
え
、
四
国
縦
貫
自

動
車
道
・
伊
予
市

i
大
洲
市
聞
の
施
行

命
令
も
下
る
な
ど
、
ま
さ
に
、
高
速
交

通
時
代
が
目
前
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

世
界
情
勢
に
目
を
移
し
ま
し
で
も
、

十
月
の
ド
イ
ツ
統
一
を
は
じ
め
、
殴
州

が
新
し
い
協
調
の
時
代
へ
と
動
き
始
め

た
一
方
で
、
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵

敢
に
も
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
時
代
の

歪
が
露
呈
し
た
年
で
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
更
に
、
こ
れ
ら
世
界
の
動

き
が
全
て
私
た
ち
の
市
民
生
活
に
は
ね

返
っ
て
く
る
現
実
を
、
実
感
さ
せ
ら
れ

た
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
は
や
、

日
本
人
の
生
活
は
、
園
内
情
勢
の
み
で

語
ら
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と
一
言

え
ま
し
ょ
〉
フ
。

国
の
抱
え
る
問
題
に
関
し
ま
し
で
も
、

た
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
、
技

術
革
新
等
、
時
代
変
化
の
波
は
、
地
方

に
も
容
赦
な
く
波
及
し
て
、
そ
の
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
背
景
の
中
で
、
本
市
に
お

き
ま
し
で
も
、
変
化
へ
の
対
応
と
、
住
民

福
祉
の
一
層
の
向
上
を
念
頭
に
、
交
通
、

産
業
、
生
活
等
、
各
分
野
で
の
基
盤
整

備
や
、
個
性
あ
る
町
の
魅
力
守
つ
く
り
に
、

現
在
全
力
で
取
り
く
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
咋
年
末
に
は
、
待
望
の

四
国
縦
貫
高
速
道
伊
予
市
大
洲
市
聞
に

つ
い
て
の
施
工
命
令
が
発
令
さ
れ
、
着

工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
本

市
の
都
市
基
盤
づ
く
り
の
上
で
、
大
き

貿
易
の
自
由
化
、
土
地
税
制
の
問
題
な

ど
、
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
よ

り
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
私
ど
も
行
政

を
預
か
る
者
と
い
た
し
ま
し
で
は
、
い

か
に
皆
様
の
声
を
吸
い
上
げ
、
市
政
に

反
映
し
て
い
く
の
か
が
、
大
き
な
テ
i

マ
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
、

よ
り
よ
い
大
洲
を
築
く
た
め
、
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ご

支
援
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
、
将
来
に

期
待
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
ま
さ
に
、
二
十
一
世
紀
の
足
音

が
聞
え
る
よ
う
な
本
年
、
議
会
と
い
た

し
ま
し
で
も
、
適
格
な
時
代
の
認
識
と
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
基
に
、
地
域

の
活
性
化
と
、
市
民
生
活
安
定
の
た
め

の
諸
施
策
の
推
進
に
、
全
力
を
尽
し
て

努
力
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

共
一
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
土
げ
ま
す
。

大
洲
市
の
力
強
い
躍
進
と
、
市
民
の

皆
様
方
の
御
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
は

正
し
い
字
で

平
成
三
年
一
月
一
日
以
後
、
従
来
の

戸
籍
に
誤
字
・
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い

る
氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
る
場

合
に
は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

一
、
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
で
記

載
し
ま
す

山
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新
し
い
戸
籍
に

正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す
。

V
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新
し
く

戸
籍
を
作
る
場
合
V
養
子
縁
組
な
ど
に

よ
っ
て
他
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

V
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

山
誤
(
子
・
俗
字
を
正
し
い
{
子
で
記
載
す

る
場
合
に
は
、
届
出
の
時
あ
る
い
は
戸

籍
に
記
載
し
た
後
に
そ
の
旨
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

山
間
俗
字
の
う
ち
、
「
高
」
や
「
崎
」
な
ど
、

定
の
範
囲
の
字
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

二
、
申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に
訂

正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

三
、
申
し
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
体

(
旧
字
体
)
を
や
さ
し
い
字
体
(
新

字
体
)
に
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

nノ
ι

詳
し
く
は
、
市
民
課
戸
籍
係
ま
で
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おおず広報

環
境
セ
ン
タ
i

l

l

l

試
験
操
業
へ

施
設
の
老
朽
化
と
ゴ
ミ
量
の
増
大
に
込
ま
れ
、
三
十
ト
ン
の
焼
却
炉
二
基
を

対
応
す
る
た
め
建
設
を
進
め
て
き
た
、
使
っ
て
燃
や
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
焼

ゴ
ミ
処
理
施
設
「
大
洲
市
・
長
浜
町
環
却
炉
は
、
毎
日
十
六
時
間
運
転
さ
れ
、

境
セ
ン
タ
ー
」
が
ほ
ぼ
完
成
。
一
月
中
一
日
で
六
十
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る

匂
か
ら
試
験
操
業
が
始
ま
り
ま
す
。
ご
と
が
で
き
ま
す
。

八
多
喜
町
八
多
浪
地
区
の
山
頂
に
建
ま
た
、
施
設
に
は
最
新
鋭
の
設
備
が

設
さ
れ
た
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
約
一
万
導
入
さ
れ
、
公
害
対
策
に
は
特
に
力
を

七
千
平
方
日
の
敷
地
に
、
工
場
棟
・
管
入
れ
た
焼
却
場
と
な
り
ま
し
た
。
環
境

理
棟
・
車
庫
棟
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
近
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
一
月
中
旬
か
ら
三

代
的
な
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
か
月
下
旬
ま
で
試
験
操
業
を
行
い
、
四
月

ら
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
こ
の
施
設
に
運
び
か
ら
本
格
操
業
に
入
る
予
定
で
す
。

平成3年 1月1日

...外観の整った環境センター

な
お
、
こ
の
試
験
操
業
の
開
始
に
伴
汗

ぃ
、
旧
焼
却
場
(
菅
田
町
大
竹
)
の
操
日

業
は
休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
日

月
一
日
以
降
、
個
人
で
直
接
ゴ
ミ
を
持
日

ち
込
ま
れ
る
方
は
、
新
施
設
へ
持
ち
込
や
み
な
さ
ん
は
、
道
路
上
に
黄
色
に
塗

ん

で

く

だ

さ

い

。

日

装

さ

れ

た

ふ

た

が

あ

る

の

に

気

づ

い

た

※
詳
し
く
は
保
険
衛
生
課
衛
生
係
ま
で
や
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
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一
消
火
栓
付
近
で
の

駐
車
に
ご
注
意
H

至長浜

ゴ
ミ
の
分
間
は

し
っ
か
り
と

こ
の
黄
色
の
ふ
た
の
下
に
は
、
消
火

栓
や
防
火
水
槽
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
消

火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
上
や
直
近
に

駐
車
す
る
と
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き

消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
か
ら
、

黄
色
の
ふ
た
の
上
や
直
近
に
は
駐
車
し

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狭
い
道
路
に
車
を
駐
車
し
て

い
る
と
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
が
現

場
へ
進
入
で
き
ず
、
消
防
活
動
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
車
を
駐
車
す
る
と
き

に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
消
防
活
動
が
で
き

る
よ
う
充
分
な
ご
配
慮
を
わ
願
い
し
ま

す。A
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
V

道
路
上
に
物
を
置
い
た
り
、
上
空
に

広
告
物
を
掲
げ
た
り
、
あ
る
い
は
、
道

路
を
駐
車
場
が
わ
り
に
使
っ
た
り
:
:
:

あ
な
た
は
不
法
に
道
路
を
占
用
し
で
い

ま
せ
ん
か
?

道
路
は
住
民
共
有
の
財
産
で
す
。
日

頃
か
ら
、
道
路
の
保
全
と
通
行
の
安
全
一

を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
を
正
し
く
美

し
く
利
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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おおず

大

平成3年 1月1日

59'1'卜 1990年

広報

ー
ー
昨
年
の
出
来
事

平
成
の
時
代
に
な
っ
て
、

二
度
目
の
初

日
が
昇
り
、

一
九
九
一
年
が
幕
を
開
け
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す。
昨
年
は
、
ド
イ
ツ
統
一
、

皇
室
ブ
l

ム

と
、
国
内
外
共
に
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で

し
よ
う
か
つ
・
大
洲
市
の
一
九
九

O
年
を
ふ

り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

七草がゆ歩こう会

7 月 も 毘 5月 4 足 3 月 2 月 月

27 21 18 15 1 14 1 15 12 29 22 1 29 28 11 9 25 23 11 27 15 7 5 
日日 日日日 日 日 日日 日日日 日日月 日 日日日 日日日日
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山宮ポさ一公 2 定い 水職 ビ大の 公ら顕 2 定 市学市 ま式が
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をイヒ
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化
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平成3年 1月1日

第 5回国民文化祭愛媛'90

....10.23 アマチュア、ミュージック、フェスティパル

広 報 お お ず

.6.1 うかい開き

12月 11 月 月 8 10 9 月 月

13 1 
日日

24 8 3 1 131 
日日日日|日

23 10 6 5 129 14 5 124 
日日日日 | 日 日 日 | 日

22 
日

2
日

3
日

4
日

5
日

6
日

8
日

ロ
日

い
も
た
き
オ
ー
ブ
ン

大
洲
床
止
可
動
せ
き
竣
工
式

冨
士
山
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙

臨
時
市
議
会
(
第
2
2
0
回
)

大
洲
高
校
九
十
周
年
記
念
式
典

市
民
運
動
会

国
民
文
化
祭
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

も
み
じ
ま
つ
り

(
1初
日
)

お
ま
つ
り
村
開
村

大
洲
市
合
同
追
悼
式

大
洲
市
健
康
守
つ
く
り
市
民
の
集
い

(
1
お
日
)

大
洲
市
駅
伝
大
会

十
二
月
定
例
市
議
会

(第
2
2
1
回

i
m
日
)

観
光
な
し
園
オ
ー
プ
ン

川
ま
つ
り
花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)

川
ま
つ
り
花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)

い
か
だ
流
し
大
会

臨
時
市
議
会
(
第
2
1
8
回
)

五
郎
駅
前
地
区
改
修
事
業
完
工
式

第
一
回
大
洲
市
カ
ヌ

i
ツ
ー
リ
ン

グ
駅
伝
大
会

九
月
定
例
市
議
会

(第
2
1
9
回

1

9
月

1
日
)

企 7目27 富士山オートキャンプ場オープン

'90ミス大洲・森聡美さん

穐務静

準ミス大洲

井上美智子さん

準ミス大洲

桝原幸恵さん

5 



平成3年1月1日

の財政状況大洲市

おおず広報

平成2年 4月1日~平成2年 9月30日

仁三車会計予算執行状氾

ZZ自己主3当官::21E

哩~L__________j~r
函元日到

亡 EE23F
川司E室長

EEEF 

歳出歳入

『王E
127億4，177万円

59億2，781万円

予算額

執行額

大洲市長
9i意1，315万円

4億 6，442万円

2億 5，000万円

6，034万円

同

凶

執

門

U
予

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る

条
例
第
二
条
及
び
地
方
公
営
金
業
法
第
四

十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
元
年
度

上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

輿回桝

14億 9，434万円

6億1，125万円

14億8，371万円

4i意2，444万円

2i意9，935万円

0万円

5億 1，161万円

5億1，161万円

行算

11億5，605万円

4億1，374万円
7億1，678万円

1億 2，112万円

8i意9，759万円

H意2，962万円
151意4，250万円

0万円

8i意4，549万円

2i意6，602万円

2{意6，239万円

1億5，977万円

4億 709万円

1億 5，754万円

17億4，068万円

2億 9，621万円

40億円30 20 10 。。10 20 40 40億円

市税と市民負担の現況

市民税 固定資産税 市町村たばこ税 軽自動車税
I頁 d口誌.

自 強 A 壁警 島 計

金 額 7億8，564万円 6億7，893万円 6，464万円 4，724万円 151;意7，645万円

1世帯当たり 60，235円 52，053円 4，956円 3，622円 120，866円

1人当たり 19，806円 17，116円 1，629円 1，191円 39，742円

構成比 49.8% 43.1% 4.1% 3.0% 100.0% 

~ 6ー



平成3年 1月 1日 広報おおず

(公債費の状現〕 (一般会計性質別予算執行状況〕
区分 借入先 件数 現在品 1世帯当たり l人当たり

大蔵省 106 54億4，425万円 417，407円 137，249円

自主 郵政省 44 21億4，506万円 164，461円 54，077円

lZL 三 その他 60 34億 953万円 261，407円 85，953円
言十 小計 210 109f意9，884万円 843，275円 277，279円

特 大蔵省 17 4f意5，226万円 34，675円 11 ，401円

別 郵政省 34 4f意9，711万円 38、113円 12，532円

ZZス込 そのf也 6 8，620万円 6，609円 2，173円

計 ノJ、計 57 10億3，557万円 79，397円 26，106円

f口L 計 267 120億3，441万円 922，672円 303，385円

(市都曜の1域〕
種目リ 面積など 金 客員

宅地 531. 194rri' 27億6，569万円

山林 2，841，051rri' 5，377万円

田畑 113，248rri' 9，941万円

雑種地 12，926rri' 1，151万円

建物 172，938rri' 116億6，894万円

立木 59，263rri' 3億6，450万円

財 政調整基金 17億6，358万円

国民健康保険財政調整基金 3i意2，204万円 会計可IJ
医分

土 地開発基金 2i意、4，085万円 工 業用水道

その他特定目的基金 8億1，160万円

出 資

l口L 計

特別会計

の状況

予算現額

4叉 ノ¥ 済:害頁

支出済額
差 ヲi

交通傷害保障

時
789万円
801万円 | 
733万円 | 
68万円 J

λ豆一 9，364万円

32億3，171万円

国民健康保険

塾
24倍、1，176万円
8億 2，014万円

8i意'-5，728万円
ζご込 3，714万円

土地取得造成

1，1397ゴドJ
635万円

0万円
635万円

7J<. 道

国民宿舎

F丙

国保診療所

四
3，732万円

795万円
1，409万円

し三きこ 614万 円 ノ

住宅新築資金
等賞付事 業

金住
H意6，529!j円

2，268万円
6，055万円

ム 3，787万円

7 

その他 4，497万円(1.3%)

公債費

6f.意1，499万円
(16.6%) 

総収主主

402万円

キii

人件費

11億3，610万円
(30.7%) 

費 用 当期純利益

180万円 222万円|

H意9，868万円 l億2，198万円 7，670万円

5.675万円 5，203万円 472万円

8{，意2，135万円 7{，意4，285万円 7，850万円

老人保健

27億 2，391万円
11億 628万円

11億 2.793万円
ム 2，165万円

簡易水道

(lm 
7，839万円
2.313万円

1，753万円
560万円

公共下水道事業

3f意3，027万円
1，216万円

1f意1，390力一円
ム 1億 174万 円

農業集落排水
事 業

総半ち
2，776万円

15万円
465万円

ム 450万円



平成3年 1月1日

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

一
月
五
一
毘

1
一

月

二

十

五

日

平
成
三
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し
込

み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
一
月
五
日
(
土

)
i

一
月
二
十
五
日
(
金
)

受
付
場
所
各
保
育
所
又
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所

保
育
所
入
所
の
条
件

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又
は

同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な
い
場

合
で
す
。

V
昼
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業
な
ど
)

V
産
前
、
産
後
二
一
ヵ
月
以
内
で
あ
る
場

おおず広報

入所募集保育所及び面積調査日程表

ム口V
疾
病
・
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が
あ

る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る
な

ど
の
場
合

申
込
方
法

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入
所
申

請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
)
。

O
給
与
所
得
者
は
、
平
成
二
年
分
源
泉

徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

入所募集保 育所 面 接 日時

保育所名 定員 所 在 地 情話番号 日曜 時 間

大洲保育所 90 大洲'709-1 24-2919 l金 ヨ:30~ 12:00 

喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 4月 9: 30~ 12: 00 

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 5火 9: 30~ 15: 30 

新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 6水 ヨ:30~ 15: 30 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 7木 14: ∞~15:30 I 

粟津保育所 60 八多喜町甲1253 26-0220 8金 13: 30~ 15: 30 

二善保育所 53 春賀甲1182 26-0162 8金 9・ 30~12: 00 

南久米保育所 45 it只4ll 24-3754 12 火 9: 30~ 12:00 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-11Z8 1金 14: OO~ 15: 30 

大成保育所 35 森山甲708-2 27-0706 12 火 13: 30~ 15: 30 

肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 7木 9:30~ 12: 00 

肱北保育所 90 東大洲85-1 24-3188 13 水 9: 30~ 15: 00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 14 木 9: 30~ 15: 30 

大洲乳児保育所(福) 60 田口字白方甲2530-124-4418 4月 13 ・ 30~15: 30 

五郎保育園(福) 60 五郎甲45 23-4478 15 金 9: 30~ 15: 00 

O
パ

l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る
人
川

は

、

勤

務

(

内

職

)

証

明

書

川

O
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
川

農
業
従
事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
川

書O
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書
川
{
償
却
資
産
と
は
@
・
・
一

av平
成
二
年
一
月
二
日
以
降
に
大
洲
市
川
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
二
年
度
市
区
山
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築
物
、

町
村
民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
と
の
山
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運
搬
具
、

区
別
が
つ
く
も
の
)
と
固
定
資
産
税
額
川
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

の
課
税
証
明
書
(
課
税
さ
れ
て
い
な
い
川
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が
、

人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
)
川
法
人
税
法
又
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算

入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
川
上
、
損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い
ま
川
て
い
る
も
の
で
す
。

す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希
望
す
山
一
申
告
の
必
要
の
な
い
も
の
}

る
児
童
を
連
れ
て
、
入
所
希
望
保
育
所
川

O
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

に

来

て

く

だ

さ

い

。

川

O
取
得
価
額
が
二
十
万
円
(
平
成
元
年

入

所

の

決

定

川

三

月

三

十

一

日

以

前

の

取

得

に

つ

い

入
所
決
定
通
知
書
を
、
三
月
中
に
各
川
で
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の
。
(
た
だ

家
庭
へ
送
り
ま
す
。

TE--一
一
一
一
一
三
三
三
豆
三
圭
一
一
一
=
一
一
=
三
三
三
三
三
E
Z
Z
E
Z
Z
=
三
=
一
二
一
二
一
一
=
三
三
三
三
三
三
言
三
三
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

保

育

料

川

八

γ

令
令
令
。
。
令
。
令
長
×
×

xxxv

あ
り
ま
す
。

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額
を
川
辺
盟
労
話
お
話

wnm君
主

制

度

百

周

年

を

契

機

に

、

制

度

保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各
家
庭
川
一
村
監
獄
川
政
法
痔
露
怜
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
有
効
に
ご

の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
山
改
積

g
e
g窓
S
F
利
用
く
だ
さ
い
。

課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保
ケ
長
窓
%
以
忍
ゆ

αα
は
以

αα
簿
汚
供
託
に
は
、
地
主
又
は
家
主
が
地
代

育
料
は
違
っ
て
き
ま
す
。
川
沖
冷
ず
ゆ
仏
外
ゆ
外
ゆ
昨
署
湾
沖
ほ
鴻
い
N

又
は
家
賃
を
受
け
取
ら
な
い
と
き
な
ど

そ

の

他

川

ぷ

勝

之

ゑ

冷

静

存

な

烹

に

、

供

託

す

る

と

支

払

い

が

済

ん

だ

の

※
両
親
が
共
に
家
庭
外
労
働
で
、
ほ
か
川
か
か
か
か
令
か
令
十
令
偽
勾
ダ
か
か
令
ん
γ

と
同
じ
効
果
が
生
じ
る
弁
済
供
託
や
、

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
午
山
我
が
国
の
供
託
制
度
は
、
明
治
二
十
選
挙
に
立
候
補
す
る
た
め
に
す
る
選
挙

後
五
時
半
ま
で
保
育
し
ま
す
。
川
四
年
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、
平
成
三
年
供
託
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
供
託
が

※
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
福
山
一
月
一
日
で
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
あ
り
ま
す
。
ご
れ
ら
の
供
託
は
、
い
ず

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
山
の
制
度
は
国
民
生
活
に
密
着
し
た
制
度
れ
も
み
な
さ
ん
の
権
利
を
保
護
す
る
上

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
ま
で
川
で
あ
り
、
百
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
1
川
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
一
詳
し
く
は
、
松
山
地
方
法
務
局
大
洲

川
般
に
周
知
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
が
支
局
(
宮
⑫
4
1
5
5
)
ま
で
。

償
却
資
産
の
申
告
は

し
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商
業

権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

O
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
車
両
な
ど
で
す
。

一
償
却
資
産
申
告
書
一

対
象
と
な
る
資
産
を
、
平
成
三
年
一

月
一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
又
は

法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
市
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

一
提
出
期
限
}

一
月
二
十
一
日
ま
で
に

一
月
二
十
一
日

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
5

8 -



おおず

集

幼稚園児

募

を

広報平成3年 1月1日

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金

一

封

大

洲

土

居

久

子

金
一
封
(
記
念
品
の
寄
付
金
)

大
洲

N
T
T
大
洲
営
業
所
社
員
一
同

金
一
封
(
健
康
守
つ
く
り
市
民
の
つ
ど

い
パ
ザ
l
売
上
金
の
一
部
)
大
洲
市

食
生
活
改
善
推
進
員
代
表
亀
田
ツ
ヤ
子

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

阿

蔵

佐

田

勇

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
を
平
野
地
区

社

協

へ

)

平

野

町

大

野

正

雄

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

長

谷

久

保

田

勝

徳

平
成
三
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次
の
よ

う
に
募
集
し
ま
す
。

。
入
国
資
格
。

①
市
内
に
居
住
す
る
者

②
満
五
歳
児
(
昭
和
六
十
年
四
月
二
日

1
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
児
童
て
た
だ
し
、
久
米
・
平

野
の
両
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
満
四
歳

児
(
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日

1
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
日
の
聞
に
生
ま
れ
た

児
童
)
も
入
園
で
き
ま
す
。

。
入
国
手
続
。

入
園
願
書
を
一
月
二
十
一
日

1
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
、
各
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
入
園
願
書
の
請
求
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
各
幼
稚
園
ま
で
。

O
大
洲
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

金
一
封
(
と
み
す
寮
へ
)

梅

川

山

本

清

美

金
一
封
(
道
徳
教
育
の
た
め
に
と
平

野
小
・
中
学
校
へ
)

平

野

町

山

本

光

明

金
一
封
(
市
身
体
障
害
者
協
議
会
へ

徳

森

二

宮

日

産

哉

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

井

戸

芳

男

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

鶴

岡

熊

一

金
一
封
(
柳
沢
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
チ

ャ
リ
テ
ィ
l
収
益
金
を
柳
沢
地
区
社
協

へ
)
歌
話
連
合
会
(
代
)
矢
野
健
二

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

北

只

友

永

喜

一

「
識
字
運
動
と
人
権
」

昭
和
三
十
年
五
月
、
高
知
市
長
浜
の

母
親
達
は
、
宇
高
連
絡
船
紫
雲
丸
沈
没

事
故
の
な
か
で
、
文
字
を
知
ら
な
か
っ

町
た
ば
か
り
に
、
遭
難
者
の
貼
紙
が
読
め

一
ず
、
当
時
修
学
旅
行
生
だ
っ
た
我
が
子

一
の
生
死
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

一
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
苦
衷
を
胸
が
は

一
り
さ
け
る
ほ
ど
の
思
い
だ
っ
た
と
訴
え

一
で
い
ま
す
。
長
浜
の
母
親
達
は
、
せ
め

却
で
我
が
子
に
は
、
こ
の
苦
し
み
を
味
わ

叩
わ
せ
た
く
な
い
と
、
解
放
学
習
の
中
で

一
識
字
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
一
心
に
学
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

仇
義
務
教
育
の
教
科
書
無
償
運
動
へ
と
発

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
と
市
社
協
一
展
し
で
い
っ
た
の
汗
す
。
即
ち
教
科
書

へ

)

東

宇

山

久

保

義

幸

一

無

償

は

、

文

字

を

奪

わ

れ

た

地

区

の

母

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協
一
親
遠
の
、
文
字
を
奪
い
返
え
す
訟
み
の

へ
)
射
場
・
大
黒
・
恵
美
須
婦
人
会
一
成
果
だ
と
言
え
る
の
で
す
。
し
か
も
識

(

物

品

の

口

座

)

一

字

運

動

は

部

落

解

放

へ

の

自

覚

を

高

め

子
供
服
四
十
三
点
(
在
宅
援
助
)
叩
人
間
解
放
の
変
革
を
め
ざ
す
運
動
で
も

長

谷

脇

田

昌

幸

町

あ

り

ま

し

た

。

パ
ス
タ
オ
ル
他
三
十
五
点
(
大
洲
…

/
U文
字
と
こ
と
ば
を
転
わ
れ
た
、
秘

H

さ
吋
」
叫

幸
楽
園
へ
)
大
洲
島
田
カ
ズ
ヱ
一
差
別
の
生
き
証
人
と
し
て
の
営
み
。
/

油
彩
画
(
十
五
号
)
三
点
(
大
洲
育
一
凶
奪
わ
れ
た
弐
日
子
吐
露
ぃ
活
況
イ
に
と

成

園

と

大

洲

学

園

へ

)

一

を

通

し

て

、

自

立

白

闘

の

解

放

思

想

を

中
村
沢
井
利
幸
…
滞
戒
す
る
営
み
。
/
笠
子
習
と
生
活
を

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
一
統
合
し
、
人
間
解
放
の
闘
い
を
目
ざ
す

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
叶
川
宮
み
。
一
υ制
運
動
と
教
育
を
統
合
し
、

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

人

聞

を

変

革

す

る

営

み

。

/

間

「

解

放

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
学
力
し
を
身
に
つ
け
新
し
い
文
化
を

宮
⑪
3
5
6
5

0
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
六
十
人
)

宮
⑪
2
2
6
6

0
久
米
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮
⑫
2
7
9
6

0
平
野
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮

(
ω
2
8
8
9

11月末までの

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件数 2 4 1 216 

負傷者 347 275 

死者 2 5 
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人
権
と
同
和
教
育

(5) 

創
造
す
る
営
み
。
/
附
地
域
と
学
校
、

親
と
教
師
を
結
び
つ
け
る
営
み
。

と
、
六
つ
の
柱
を
目
ざ
す
営
み
で
す
。

こ
の
識
(
子
学
習
が
進
む
に
従
っ
て
、
学

級
生
は
、
被
差
別
の
苦
し
い
忠
い
を
、

文
字
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。/

O
工
ン
ピ
ツ
に
、
思
い
を
こ
め
て
、

綴
る
過
去
。

/
O
く
た
び
れ
を
、
い
や

し
て
く
れ
る
、
学
級
生
。

こ
れ
は
識
字
学
級
生
の
文
で
す
が
、
あ

る
婦
人
は
、

「
み
そ
や
し
よ
う
ゆ
は
、
隣
ゆ
ら
借

り
ら
れ
た
け
ど
、
文
字
だ
け
は
借
り
ら

れ
な
か
っ
た
。
」

と
識
字
に
通
う
ま
で
の
、
し
ん
ど
い
思

い
や
無
念
さ
を
、
端
的
に
表
現
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
は
識
字
運

動
が
解
放
運
動
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

戦
後
の
夜
間
中
芝
府
立
運
動
か
ら
始

ま
っ
て
、
全
国
に
展
開
さ
れ
た
識
字
学

級
は
、
二
九
二
学
級
と
言
わ
れ
、
単
に
読

書
算
盤
の
技
能
習
得
に
留
ら
ず
、
人
間

解
放
と
そ
の
全
面
発
達
に
貢
献
す
る
運

動
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
で
、
今
年
は
国
際
識
字
年
二
年
目

に
当
た
り
ま
す
。
今
、
識
字
は
世
界
の

中
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

9 ← 

こ
の
項
続
く
。



平成3年1月1日

一

川

成

子

太
平
洋
に
涜
む
夕
日
に
魅
せ
ら
れ
て

白
石

(
柚
木
)

私
の
永
年
の
夢
で
あ
っ
た
海
外
旅
行

の
お
誘
い
を
受
け
、
視
察
目
的
の
お
役

に
た
て
る
か
ど
う
か
不
安
の
う
ち
に
日

程
が
決
ま
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
拠
点
に
、
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
を
パ
ス
で
移
動
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
見

学
、
昼
食
は
、
汽
車
の
形
を
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
大
き
な
黒

っ
ぽ
い
パ
ン
が
デ
ン
と
置
か
れ
、
大
き

な
皿
に
レ
タ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
生

野
菜
、
大
き
な
焼
き
ポ
テ
ト
、
そ
し
て

おおず

No.112 

浅枝さん

(若宮・ 59歳)

飯野

広報

三
百
グ
ラ
ム
は
あ
る
ス
テ
ー
キ
と
、
見

た
だ
け
で
お
な
か
が
一
杯
に
な
り
、
ス

テ
ー
キ
は
半
分
も
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。二

日
目
は
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
シ
l

ワ
ー
ル
ド
見
学
、
世
界
最
大
の
動
物
園

で
シ
ャ
チ
や
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
イ
ル
カ
が
見
物
人
に
水
を

か
け
る
シ

l
ン
が
あ
り
、
夕
立
ち
の
よ

う
に
頭
か
ら
水
を
あ
び
で
も
だ
れ
一
人

腹
を
立
て
る
者
も
な
く
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
家
族
を
見

て
、
国
民
性
の
遠
い
を
感
じ
ま
し
た
。

V
大
洲
へ
来
て
も
う
二
十
五
年
に
な
り

ま
す
。
当
時
は
生
粋
の
大
洲
入
が
多
か

っ
た
で
す
が
、

A
7
は
市
外
か
ら
移
っ
て

来
た
人
も
多
く
な
っ
て
、
大
洲
そ
の
も

の
が
、
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

V
出
身
は
大
阪
で
す
。
こ
ち
ら
へ
来
た

頃
は
知
り
合
い
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
の
で
、
主
人
が
勤
め
先
の
中
学
校
か

ら
同
僚
を
連
れ
て
来
て
く
れ
て
、
お
茶

や
む
肇
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
o

vあ
の
頃
は
、
冨
士
山
も
手
つ
か
ず
の

自
然
の
ま
ま
で
、
う
か
い
も
A
7
以
上
に

素
朴
な
風
情
が
あ
り
ま
し
た
。
今
と
は

違
っ
た
良
さ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

V
そ
れ
に
、
外
か
ら
来
た
人
へ
の
情
は

特
に
厚
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と

三
日
目
は
、
サ
ン
タ
パ

i
パ
ラ
・
ソ

ル
パ
ン
グ
の
デ
ン
マ
ー
ク
村
を
見
学
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
お
と
ぎ
の
国
に
迷
い

込
ん
だ
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
グ
レ
ン
ダ
ル
の

E
D
I

社
見
学
、
午
後
は
、
本
場
の
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
見
物
と
、
時
間
に
追
わ
れ
て

見
て
回
り
ま
し
た
。
全
行
程
の
視
察
を

終
え
、
ホ
テ
ル
に
帰
る
パ
ス
の
中
か
ら

見
た
、
太
平
洋
に
沈
む
真
赤
な
夕
日
の

何
も
か
も
が
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
風
景
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た。
年
間
降
雨
量
四
十
ミ
リ
と
、
大
洲
で

の
小
型
台
風
一
時
間
分
の
降
雨
量
し
か

な
い
と
聞
か
さ
れ
、
木
の
葉
が
ど
れ
も

褐
色
の
わ
け
が
わ
か
り
、
豊
か
な
水
と
、

で
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
も
、
本
音
で
語
り
合
え
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

V
市
に
一
つ
注
文
を
つ
け
る
と
し
た
ら
、

現
代
文
化
を
受
け
入
れ
、
普
及
さ
せ
る

た
め
の
施
設
の
保
護
・
新
設
を
考
え
て

欲
し
い
で
す
ね
。
映
画
館
や
音
楽
ホ
ー

ル
が
一
つ
も
な
い
の
は
、
少
し
寂
し
い

気
が
し
ま
す
。

V
子
供
は
娘
ば
か
り
五
人
で
す
。
大
洲

と
い
う
土
地
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

自
由
に
生
き
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

K

緑

に

固

ま

れ

た

故

郷

の

あ

り

が

た

さ

を

新

刊

図

書

案

内

図

書

館

痛

感

し

ま

し

た

。

明

治

・

大

正

・

昭

和

詔

勅

選

集

ま
た
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
紙
ク
ズ
日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
編

や
空
缶
、
吸
ガ
ラ
に
お
目
に
か
か
れ
ず
愛
媛
の
味
め
ぐ
り
百
選
見
味
舌
閉
会

地
域
住
民
や
利
用
者
の
マ
ナ
i
の

良

さ

成

功

の

実

現

中

村

天

風

述

に
は
、
唯
々
敬
服
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
叩
日
本
海
と
北
国
文
化
網
野
善
彦
編

市

民

が

手

を

つ

な

ぎ

、

き

れ

い

な

街

を

吋

気

の

力

生

江

有

二

著

つ
く
ら
な
く
て
は
と
思
い
を
深
め
ま
し
吋
父
の
教
え
ノ
ン
ブ
ッ
ク
編
集
部
編

た

。

市

母

の

教

え

ク

一
日
本
ら
し
さ
の
新
段
階
草
柳
大
蔵
著

…

日

本

の

品

格

大

河

原

良

雄

著

…
五
十
五
歳
の
手
紙
近
江
正
文
著

吋
A
7
昔

お

か

ね

物

語

神

坂

次

郎

著

吋

死

へ

の

準

備

斎

藤

茂

太

著

一

幸

福

の

瞬

間

池

坊

由

紀

著

日
若
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
山
野
愛
子
著

制

日

誕

生

花

の

本

瀧

井

康

勝

著

生
活
韓
国
語
柳
尚
照
・
呉
英
一
冗
著

詩

集

星

蘭

干

井

上

靖

著

天

武

と

持

統

李

寧

照

著

蔭

桔

梗

泡

坂

妻

夫

著

益

れ

る

春

津

島

佑

子

著

冬

の

電

車

安

西

水

丸

著

小

説

葛

飾

北

斎

小

島

政

二

郎

著

人

間

の

十

字

架

森

村

誠

一

著

千

姫

様

平

岩

弓

枝

著

天
空
の
舟
上
・
下
宮
城
谷
昌
光
著

魚

た

ち

の

離

宮

長

野

ま

ゆ

み

著

棒

の

哀

し

み

北

方

謙

三

著

菊

池

一

族

阿

蘇

品

保

夫

著

桜

を

恋

う

る

人

渡

辺

一

枝

著

バ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
l
ス
上
・
中

L
・
ロ
ン
・
ハ
パ

l
ド
著

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

i
読
本

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

届
け
出
は
忘
れ
ず
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
の

よ
う
に
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
人
は
、
第
三
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
ご
主
人
の

加
入
す
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
の
制
度
が
基
礎
年
金
に
必
要
な
費

用
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
自
分
で
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
認
定
を
受
け
る
た
め
に
、
市
町

村
役
場
に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ

た
あ
と
も
、
ご
主
人
や
奥
さ
ん
自
身

の
就
職
や
退
職
な
ど
の
と
き
に
は
、

加
入
や
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
は
忘
れ
ず
に
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
国

民
年
金
係
ま
で
。

- 10 



おおず

にぎわう
V長浜豊年踊り

広報

• 農業祭健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

4

司
講
演
中
の
高
森
和
子
さ
ん

平成3年 1月1日

11月24、25日の 2日間、大洲農業高等学校

で「農業察」が聞かれました。屋外では、畜

産加工品・草花・野菜などの即売やバザーな

どが行われ、多くの人でにぎわいました。ま

た、体育館では大谷文楽やブラスパンド演奏

長浜豊年踊りなどが披露されました。

11月24、25日の 2日間、総合体育館で“第 3回大洲市

健康づくり市民のつどい"が開催されました。この催し

も、今回で 3回目。メインアリーナでは、展示及び試食

コーナ一、年金相談コーナ一、ゲートボールコーナーな

ど多彩な催しが準備され、両日あわせて約1，500人の人で

にぎわいました。

また、 25日には元女優で作家の高森和子さんが来場。

「母の言いぶん」と題した記念講演を行いました。 VW号越 ズ町、f子

第30回大対N市駅伝大会

十
二
月
一
目
、
大
洲
市
・
大
洲
市

体
育
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
大
洲

市
駅
伝
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

三
十
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に
は
、

五
部
門
に
三
十
九
チ
i
ム
、
一
二
百

四
十
二
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た。

寒風の中を疾走

12. 1 

ス
タ
ー
ト
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
開
会
式
で
は
、
大
洲
高
校
一
年

生
の
石
村
祐
輔
く
ん
(
日
歳
)
が

元
気
に
選
子
宣
誓
。
午
後
一
時
三

十
分
、
市
庁
舎
駐
車
場
前
を
全
部

門
の
第
一
走
者
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

中
学
生
と
高
校
一
部
・
二
部
は

三
十
三
・
九
キ
ロ
の
コ

l
ス
で
、

ま
た
、
女
子
と
一
般
は
二
三
・
二

キ
ロ
の
コ
1

ス
で
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
中
学
生
}
①
肱
東
中
1
時
間
日

分
日
秒
②
新
谷
中
A
2
時
間
2
秒

③
大
洲
北
中
A
2
時
間
四
秒
④
大

洲
南
中
A
⑤
大
洲
北
中
B
⑥
大
洲

束
中
⑦
柳
沢
中
③
大
洲
南
中
B
⑨

平
野
中
⑪
一
蔵
川
中
⑪
新
谷
中
B

{
高
校
生
一
部
}
①
帝
京
第
五
高

1
時
間
日
分
幻
秒

{
高
校
生
二
部
}
①
大
洲
高
サ
ッ

カ
ー
部
A
2
時
間
5
分
幻
秒
②
大

洲
農
高
2
時
間
5
分
日
秒
①
大
洲

高
サ
ッ
カ
ー
部
B
2
時
間
6
分

4

秒
④
大
洲
高
サ
ッ
カ
ー
部
C
⑤
大

洲
農
高
野
球
部

{
一
般
}
①
徳
森
1
時
間
担
分
幻

秒
②
大
洲
走
ロ
ウ
会
1
時
間
目
分

日
秒
③
三
善
公
民
館
1
時
間
出
八
万

お
秒
④
菅
田
朝
日
ク
ラ
ブ
⑤
大
洲

市
役
所
⑥
大
洲
農
高
教
員
⑦
大
洲

高
教
員
③
四
国
電
力
⑨
キ
タ
ヤ
ン

ガ

i
ズ

{
女
子
}
①
大
洲
北
中
A
1
時
間

担
八
万
叩
秒
②
大
洲
高
陸
上
部
1
時

間
部
分
但
秒
③
肱
束
中
1
時
間
幻

分
日
秒
④
大
洲
束
中
⑤
柳
沢
中
@

帝
京
第
五
高
⑦
大
洲
北
中
B
③
平

野
中
⑨
大
洲
高
パ
レ
!
部
⑪
大
洲

南
中

A
O大
洲
南
中
B
⑫
蔵
川
中

。
大
洲
農
高

- [[ 



J

一
線
縁
組
M
h
h
y
J
J
だ
お
り
い
に
川
U
L
r
V
3
1
w
m
v紘一

f
r
i
t
i
p
i
l
i
-
-
l
I
t
-
-ト
ド

本

p
t
f
仁ド
ι
t
lト
rト
ト
ド
ド
L

L

b

z

¥

8

0

妊
娠
中
の
歯
の
衛
生

事
7

か
勾
印
刷
訓

h
r
p且
L
r
L，

ー

ミ

X
A
む

2
2日
(
金
)
日
時
加
分

1
日
時
叩

‘』一

g-

子

健

康

診

断

予

¥

漂

う

パ
t
r
p
d
-
oお
産
の
す
す
み
方
と
ラ
マ

l
ズ
法

実

施

日

該

当

者

3
月
8
日
(
金
)
日
時
叩
分

1
日
時
叩

1
月
8
日
(
火
)
平
成
2
年
8
月

生

※

分

1
月
日
日
(
木
)
平
成
元
年
6
月
生

O
沫
浴

1
月
日
日
(
水
)
平
成
2
年
5
月
生
※
3
月
辺
日
(
金
)
日
時
却
分

1
日
時
却

1
月
泣
日
(
火
)
平
成
2
年
2
月
生
※
分

1
月

m日
(
火
)
昭
和
白
年
ロ
月
生

O
産
後
の
保
健
な
ど

※

は

肱

南

・

肱

北

地

区

の

み

場

所

大

洲

市

保

健

セ

ン

タ

ー

受
付
時
間
日
時
l
u
時

却

分

受

講

料

5
0
0
円

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

平成3年 1月1日

親

学

母

級

1
月
日
日
(
金
)
日
時
日
分

1
日
時

O
妊
娠
中
に
気
を
つ
け
る
ご
と

1
月
白
日
(
金
)
9
時
i
H
時

O
妊
産
婦
の
栄
養
な
ど

2
月
1
日
(
金
)
日
時
日
分

1
日
時
日
分

広報

健

康

相

談

1
月
1
日

(
火
)

1
月
2

ロ
(
水
)

1 
(月
木 3
)日

1
月
6
白

(
日
)

1
月
日
目

(
日
)

1
月
日
目

(
火
)

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑫
2
1
5
1

城
戸
眼
科
(
末
広
町
)

宮
⑫
3
0
0
8

加
戸
病
院
(
若
宮
)

宮
⑫
5
1
0
1

安
達
医
院
(
中
町
)

宮
⑫
2
5
3
5

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

藤
本
外
科
(
中
町
)

宮

(
ω
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
内
科
(
北
只
)

宮

(
ω
3
5
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
6
8
0
0

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮
⑫
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

※
休
日
急
患
診
療
に
関
す
る
日
程
変
更

が
あ
っ
た
た
め
、
一
部
十
二
月
号
で
の

記
載
と
異
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

本
号
の
記
載
が
変
更
後
の
新
し
い
日
程

で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

1
月
初
日

(
日
)

1
月
幻
日

(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

1
月
初
日
(
木
)

場

所

時

聞

大
洲
市
役
所

9
時
却
分

1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
m
時

1
月
包
日
(
火
)

鮒
松
下
寿
電
子
工
業
9
時
却
分

i
M
時

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 1月 8日

1月21日

ところ 市役 所

砂人権相談

と き 1月21日 13日寺-16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂法律相談

とき 1月 7日 13時一16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

炉心 配こと相談

とき 1月 7、10、21、25日

13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 1月19日 9時一12日寺

ところ 市 役所 2階会議室

急ぐ時は宮⑪3794 (玉木)まで

惨社 会保険相談

と き 1月 7、21日10日寺-16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 1月24日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 的 歳 以 上 の人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 1月15日 9 A寺一16日寺

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエダ花時 2階 、 常 磐 町 4

10日寺-15日寺
。

3階会議室

おおず

歯
科
椙
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

1
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

印
鑑
証
明

電
算
化

大
洲
市
で
は
、
一
昨
年
九
月
か
ら
住
民

票
発
行
事
務
な
ど
の
篭
算
化
を
実
施
し

で
き
ま
し
た
が
、
本
年
一
月
四
日
か
ら

は
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
に
つ
い
て
も

電
算
化
す
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
電
算
化
に
よ
り
、
待
ち
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
外
、
印
影
も
以
前
よ
り

鮮
明
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
証

明
用
紙
な
ど
の
規
格
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
印
鑑
係
ま
で
(
宮

⑫
2
1
1
1
内
線
2
5
1
)
0
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今月の納税

市県民税4期

国民健康保険税5期

納期は 1月31日です
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